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RX210、RX21A、RX220 グループ 
RTCb によるソフトウェアスタンバイモードからの復帰 

要旨 
本アプリケーションノートでは、RX210、RX21A、RX220 グループのリアルタイムクロック(以下、RTC)

を使用して、現在の時刻の情報を取得しつつ、ソフトウェアスタンバイモードから間欠的に復帰する方法に
ついて説明します。 

 

対象デバイス 
RX210、RX21A、RX220 グループ 

 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。 
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Rev.1.01 
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1. 仕様 
RTC を使用して時刻の情報を得るとともに、ソフトウェアスタンバイモードから間欠的に復帰します。 

リセット後、コールドスタートであれば、サブクロック発振器と RTC の初期設定を行います。ウォームス
タートの場合、RTC のデータは保持されているので初期化しません。 

その後、割り込み要求端子の入力レベルをモニタリングして、“L”であればソフトウェアスタンバイモー
ドへ移行します。 

以後、RTC の 1/2 秒周期の割り込みごとに、ソフトウェアスタンバイモードから復帰して時刻の情報を取
得し、割り込み要求端子の入力レベルにしたがって、ソフトウェアスタンバイモードへ移行します。 

 
RTC カウントソース  : サブクロック 
間欠復帰の周期  : 1/2 秒 

 

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1に動作概要を示します。 

なお、本アプリケーションノートでは、ソフトウェアスタンバイモード以外の動作の状態を「通常モード」
と記載しています。 

 
表1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 
RTCb 時計、およびソフトウェアスタンバイモードからの復帰 
IRQ1 ソフトウェアスタンバイモードに移行するための外部入力 
 
 

通常リセット通常リセット通常ソフトウェアスタンバイモード通常

パワーオンリセット
RES#端子からの

リセット

VPOR

不定動作RTC 不定 動作

RES#端子
“L”

“H”

VCC

コールドスタート

(RTC初期設定)
コールドスタート

(RTC初期設定)
ウォームスタート

割り込み要求

端子(IRQ1) “L”

“H”

パワーオン

リセット

動作の状態 リセット

1/2秒周期で通常モードへ間欠復帰する

ソフトウェアスタンバイモードへ移行  

図1.1 動作概要 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 
表2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン R5F5210BBDFP (RX210 グループ) 
動作周波数 メインクロック: 20MHz 

サブクロック: 32.768kHz 
PLL: 100MHz (メインクロック 2 分周 10 逓倍) 
LOCO: 125kHz 
システムクロック(ICLK): 50MHz (PLL 2 分周) 
周辺モジュールクロック B (PCLKB): 25MHz (PLL 4 分周) 
RTC 専用サブクロック(RTCSCLK): 32.768kHz 

動作電圧 5.0V 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 

 High-performance Embedded Workshop Version 4.09.01 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 

 C/C++ Compiler Package for RX Family V.1.02 Release 01 
コンパイルオプション 

-cpu=rx600 -output=obj="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" -debug - 
nologo 
 (統合開発環境のデフォルト設定を使用しています) 

iodefine.h のバージョン Version 1.4 
エンディアン リトルエンディアン 
動作モード シングルチップモード 
プロセッサモード スーパバイザモード 
サンプルコードのバージョン Version 1.00 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX210 (製品型名: R0K505210C002BE) 

 

3. 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ

い。 

 
RX210 グループ 初期設定例 Rev.2.10（R01AN1002JJ） 
RX21A グループ 初期設定例 Rev.1.10（R01AN1486JJ） 
RX220 グループ 初期設定例 Rev.1.10（R01AN1494JJ） 
 
上記アプリケーションノートの初期設定関数を、本アプリケーションノートのサンプルコードで使用して

います。Rev は本アプリケーションノート作成時点のものです。 
 最新版がある場合、最新版に差し替えて使用してください。最新版はルネサスエレクトロニクスホームペー
ジで確認および入手してください。 
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4. ハードウェア説明 

4.1 ハードウェア構成例 
図 4.1に接続例を示します。 

RX210グループ

P31/IRQ1

P14

VCC

スイッチ入力

(SW入力)

LED出力

 

図4.1 接続例 

 

4.2 使用端子一覧 
表 4.1に使用端子と機能を示します。 

使用端子は 100 ピン版の製品を想定しています。100 ピン版未満の製品を使用する場合は、使用する製品
に合わせて端子を選択してください。 

 
表4.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 
P31/IRQ1 入力 モード移行 SW 入力 
P14 出力 動作 LED 出力 
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5. ソフトウェア説明 
通常モードでは、RTC の時刻情報の随時更新、および割り込み要求端子のレベルのモニタリングをしてい

ます。時刻情報は、時刻データの格納領域(グローバル変数)に格納します。割り込み要求端子のレベルは、IRQ1
割り込みの IR フラグによってモニタリングします。 

IRQ1 割り込みの IR フラグが“1”になると、RTC 周期割り込み(PRD 割り込み)を許可して、ソフトウェ
アスタンバイモードへ移行します。その後、PRD 割り込み要求によりソフトウェアスタンバイモードから復
帰し、PRD 割り込みを禁止します。 

ソフトウェアスタンバイモードから復帰後は、再度 RTC の時刻情報の更新および割り込み要求端子のモニ
タリングを行い、上記の処理を繰り返します。 

 

使用する周辺機能の設定を以下に示します。 

＜RTC＞ 

・カウントソース  : サブクロック 
・初期設定時刻  : 2013 年 1 月 1 日(火) 00 時 00 分 00 秒 
・時間モード  : 24 時間モード 
・RTCOUT 出力  : 出力禁止 
・誤差補正   : 使用しない 
・時間キャプチャ  : 使用しない 
・割り込み   : 周期割り込み(PRD)を使用(発生周期: 1/2 秒)  

    : 桁上げ割り込み(CUP)を使用 
 
＜IRQ1 入力端子＞ 

・検出方法   : Low レベル検出 
・デジタルフィルタ  : 有効(サンプリングクロック: PCLKB/8) 
・割り込み   : 外部端子割り込み(IRQ1)を使用 
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5.1 動作概要 
(1) 初期設定 

リセット後、RSTSR1.CWSF ビットが“0”(コールドスタート)であれば、サブクロック発振器と RTC の

初期設定を行い、RSTSR1.CWSF ビットを“1”(ウォームスタート)にします。動作 LED を点灯して、

RTC の時刻情報を読み出します。また、IRQ1 割り込みの IR フラグをモニタリングします。 
(2) ソフトウェアスタンバイモード移行 

IRQ1 割り込みの IR フラグが“1”になると、PRD 割り込み要求を許可します。動作 LED を消灯し、WAIT
命令を実行して、ソフトウェアスタンバイモードへ移行します。 

(3) ソフトウェアスタンバイモード復帰 
1/2 秒ごとに発生する PRD 割り込み要求によってソフトウェアスタンバイモードから復帰します。PRD
割り込み処理で動作 LED を点灯します。PRD 割り込み要求を禁止にして、1/128 秒待った後、RTC の時

刻情報を読み出します。IRQ1 割り込みの IR フラグが“1”であれば、再度(3)の処理を行い、“0”であ

れば RTC の時刻情報を読み出します。また、IRQ1 割り込みの IR フラグをモニタリングします。 
(4) ウォームスタート 

リセット後、RSTSR1.CWSF ビットが“1”であれば、サブクロック発振器と RTC の初期設定を行わず、

動作を継続します。 
 
図 5.1にタイミング図を示します。 

(4)

N

モード移行SW入力

(P31/IRQ1端子) “L”

“H”

(1)

RTC.PRD割り込みの

IRフラグ “0”

“1”

(2)

動作LED出力

(P14端子) “L”

“H”

(3)

動作の状態 N
N: 通常モード

S: ソフトウェアスタンバイモード

RTC.CUP割り込みの

IRフラグ “0”

“1”

RES#端子
“L”

“H”

RSTSR1.CWSF
ビット “0”

“1”

03hRTC.RSECCNT
レジスタ

不定 00h

1/2秒 1/2秒 1/2秒

01h 02h

プログラムで

“1”にする

端子リセット

リセット中

IRQ1割り込みの

IRフラグ “0”

“1”

IRQ1端子が“H”になると“0”になる

N N N NS S S S

割り込みが受け付けられて

“0”になる

プログラムで“0”にする

IRQ1端子が“L”になると“1”になる

“H” : LED消灯

“L” : LED点灯

RTC.PRD割り込みの

IENビット “0”

“1”

 

図5.1 タイミング図 
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5.2 ファイル構成 
表 5.1にサンプルコードで使用するファイルを示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファイルは

除きます。 

 
表5.1 サンプルコードで使用するファイル 

ファイル名 概要 備考 
main.c メイン処理  
r_init_stop_module.c リセット後に動作している周辺機能の停止  
r_init_stop_module.h r_init_stop_module.c のヘッダファイル  
r_init_non_existent_port.c 存在しないポートの初期設定  
r_init_non_existent_port.h r_init_non_existent_port.c のヘッダファイル  
r_init_clock.c クロック初期設定  
r_init_clock.h r_init_clock.c のヘッダファイル  
 
 

5.3 オプション設定メモリ 
表 5.2にサンプルコードで使用するオプション設定メモリの状態を示します。必要に応じて、お客様のシス

テムに最適な値を設定してください。 

 
表5.2 サンプルコードで使用するオプション設定メモリ 

シンボル アドレス 設定値 内容 
OFS0 FFFF FF8Fh～FFFF FF8Ch FFFF FFFFh リセット後、IWDT は停止 

リセット後、WDT は停止 
OFS1 FFFF FF8Bh～FFFF FF88h FFFF FFFFh リセット後、電圧監視 0 リセット無効 

リセット後、HOCO 発振が無効 
MDES FFFF FF83h～FFFF FF80h FFFF FFFFh リトルエンディアン 
 
 

5.4 定数一覧 
表 5.3にサンプルコードで使用する定数を示します。 

 
表5.3 サンプルコードで使用する定数 

定数名 設定値 内容 
SW_STANDBY IR(ICU,IRQ1) IRQ1 割り込みステータスフラグ: モード移行 SW 
SW_ON 1 SW ON 
SW_OFF 0 SW OFF 
LED_RUN PORT1.PODR.BIT.B4 P14 出力データ格納ビット: 動作 LED 
LED_ON 0 LED 点灯 
LED_OFF 1 LED 消灯 
LOOP_COUNT 50,000,000L/128 ループカウンタ: 1/128 秒以上待ち(ICLK: 50MHz) 
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5.5 構造体/共用体一覧 
図 5.2にサンプルコードで使用する構造体/共用体を示します。 

/* **** 時刻データ **** */
typedef struct
{
    uint8_t second; /* 秒 */
    uint8_t minute; /* 分 */
    uint8_t hour; /* 時 */
    uint8_t dayweek; /* 曜日 */
    uint8_t day; /* 日 */
    uint8_t month; /* 月 */
    uint16_t year; /* 年 */
} time_bcd_t;  

図5.2 サンプルコードで使用する構造体/共用体 

 
 

5.6 変数一覧 
表 5.4にグローバル変数を示します。 

 
表5.4 グローバル変数 

型 変数名 内容 使用関数 
time_bcd_t time 時刻データの格納領域 rtc_time_read 
 
 

5.7 関数一覧 
表 5.5にサンプルコードで使用する関数を示します。 

 
表5.5 サンプルコードで使用する関数 

関数名 概要 
main メイン処理 
port_init ポート初期設定 
R_INIT_StopModule リセット後に動作している周辺機能の停止 
R_INIT_NonExistentPort 存在しないポートの初期設定 
R_INIT_Clock_an1652 クロック初期設定 
peripheral_init 周辺機能初期設定 
irq_init IRQ 初期設定 
rtc_init RTC 初期設定 
rtc_time_read RTC 時刻情報読み出し 
run_to_standby スタンバイモード移行準備 
standby_to_run スタンバイモード復帰 
Excep_RTC_PRD PRD 割り込み処理 
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5.8 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

 
main 

概 要 メイン処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void main(void) 
説 明 初期設定後、動作 LED を点灯します。RTC の時刻情報を読み出します。モード移行

SW 入力が ON であればソフトウェアスタンバイモードへ移行します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
port_init 

概 要 ポート初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void port_init(void) 
説 明 ポートの初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
R_INIT_StopModule 

概 要 リセット後に動作している周辺機能の停止 
ヘッダ r_init_stop_module.h 
宣 言 void R_INIT_StopModule(void) 
説 明 モジュールストップ状態へ遷移する設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
備 考 サンプルコードでは、モジュールストップ状態への遷移は行っていません。 

本関数の詳細は、各グループのアプリケーションノート「初期設定例」を参照してく

ださい。 
 
R_INIT_NonExistentPort 

概 要 存在しないポートの初期設定 
ヘッダ r_init_non_existent_port.h 
宣 言 void R_INIT_NonExistentPort(void) 
説 明 144 ピン未満の製品に対して、存在しないポートの端子に対応するポート方向レジス

タの初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
備 考 サンプルコードでは、100 ピン版(PIN_SIZE=100)に設定しています。 

本関数をコールした後に、存在しないポートを含む PDR、PODR レジスタへバイト

単位で書き込む場合、存在しないポートの方向制御ビットには“1”、ポート出力デー

タ格納ビットには“0”を設定してください。 
本関数の詳細は、各グループのアプリケーションノート「初期設定例」を参照してく

ださい。 
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R_INIT_Clock_an1652 

概 要 クロック初期設定 
ヘッダ r_init_clock.h 
宣 言 void R_INIT_Clock_an1652(void) 
説 明 クロックの初期設定を行います。 

また、コールドスタート/ウォームスタートの判定を行い、コールドスタートの場合

のみ、サブクロックの設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし  
備 考 サンプルコードでは、システムクロックを PLL とし、サブクロックを RTC のカウン

トソースとして使用する処理を選択しています。 
本関数の詳細は、各グループのアプリケーションノート「初期設定例」を参照してく

ださい。 
 
 
peripheral_init 

概 要 周辺機能初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void peripheral_init(void) 
説 明 使用する周辺機能の初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
irq_init 

概 要 IRQ 初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void irq_init(void) 
説 明 IRQ の初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
rtc_init 

概 要 RTC 初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void rtc_init(void) 
説 明 RTC の初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
rtc_time_read 

概 要 RTC 時刻情報読み出し 
ヘッダ なし 
宣 言 void rtc_time_read(void) 
説 明 RTC の時刻情報を読み出して、時刻データの格納領域に格納します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 



RX210、RX21A、RX220 グループ RTCb によるソフトウェアスタンバイモードからの復帰 

R01AN1652JJ0101  Rev.1.01  Page 12 of 23 
2014.07.01  

 
run_to_standby 

概 要 スタンバイモード移行準備 
ヘッダ なし 
宣 言 void run_to_standby(void) 
説 明 ソフトウェアスタンバイモードへ移行する前の処理を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
standby_to_run 

概 要 スタンバイモード復帰 
ヘッダ なし 
宣 言 void standby_to_run(void) 
説 明 ソフトウェアスタンバイモードから復帰した後の処理を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
Excep_RTC_PRD 

概 要 RTC 周期割り込み処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void Excep_RTC_PRD (void) 
説 明 動作 LED を点灯します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
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5.9 フローチャート 

5.9.1 メイン処理 
図 5.3にメイン処理のフローチャートを示します。 

main

クロック初期設定
R_INIT_Clock_an1652()

周辺機能初期設定
peripheral_init()

マスカブル割り込み禁止

マスカブル割り込み許可

ポート初期設定
port_init()

モード移行SW入力あり ?

Yes

No

動作LEDを点灯

スタンバイモード移行準備
run_to_standby()

桁上がりあり ?

Yes

No

RTC時刻情報読み出し
rtc_time_read()

スタンバイモード復帰
standby_to_run()

WAIT命令実行

IR063レジスタの読み出し
　IRフラグ :0: RTC.CUP割り込み要求なし

:1: RTC.CUP割り込み要求あり

IR065レジスタの読み出し
　IRフラグ :0: IRQ1割り込み要求なし

:1: IRQ1割り込み要求あり

PORT1.PODRレジスタ
　B4ビット ← 0 :P14: Lowレベル

Iフラグ ← 1

ソフトウェアスタンバイモードへ移行

Iフラグ ← 0

リセット後に動作している

周辺機能の停止
R_INIT_StopModule()

存在しないポートの

初期設定
R_INIT_NonExistentPort()

 

図5.3 メイン処理 
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5.9.2 ポート初期設定 
図 5.4にポート初期設定のフローチャートを示します。 

port_init

return

ポート方向を設定
PORT3.PDRレジスタ

　B1ビット ← 0 :P31/IRQ1: 入力
PORT1.PDRレジスタ

　B4ビット ← 1 :P14: 出力

ポートモードを設定
PORT3.PMRレジスタ

　B1ビット ← 0 :P31/IRQ1: 汎用入出力ポートとして使用
PORT1.PMRレジスタ

　B4ビット ← 0 :P14: 汎用入出力ポートとして使用

ポート出力データを設定
PORT1.PODRレジスタ

　B4ビット ← 1 :P14: Highレベル

 

図5.4 ポート初期設定 
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5.9.3 クロック初期設定 
図 5.5、図 5.6にクロック初期設定のフローチャートを示します。 

R_INIT_Clock_an1652

プロテクトを解除 PRCRレジスタ ← A507h
PRC0ビット = 1 : クロック発生回路関連レジスタへの書き込みを許可

PRC1ビット = 1 : 消費電力低減機能関連レジスタへの書き込みを許可

PRC2ビット = 1 : VRCRレジスタへの書き込みを許可

SEL_SUB = B_USE (システムクロックにサブクロックを使用する) または

SEL_RTC = B_USE (RTCのカウントソースにサブクロックを使用する) を設定した場合

メインクロックの発振設定
CGC_oscillation_main()

サブクロックの発振設定
CGC_oscilation_sub()

VRCRレジスタの設定 VRCRレジスタ ← 00h

HOCOの電源OFF HOCOPCRレジスタ ← 01h
HOCOPCNTビット = 1

SEL_HOCO = B_NOT_USE (HOCOクロックを使用しない) を選択した場合(注1)

PLLの電源OFF

SEL_CHIP= VERSION_B (チップバージョンB) かつ

SEL_PLL = B_NOT_USE (PLLクロックを使用しない) を選択した場合(注1)

PLLPCRレジスタ ← 01h
PLLPCNTビット = 1

SEL_SUB = B_NOT_USE (システムクロックにサブクロックを使用しない) かつ

SEL_RTC = B_NOT_USE (RTCのカウントソースにサブクロックを使用しない) を設定した場合(注1)

サブクロックの停止設定
CGC_disable_subclk()

SEL_MAIN = B_USE (メインクロックを使用する) または

SEL_PLL = B_USE (PLLクロックを使用する) を設定した場合

A

注1. サンプルコードでは処理しない設定にしています。

 設定の詳細は、アプリケーションノート「RX210グループ 初期設定例 Rev.2.10」を参照してください。

コールドスタート ?

Yes

No

RSTSR1レジスタの読み出し
　CWSFビット :0: コールドスタート

:1: ウォームスタート

サブクロックをシステムクロックとして

使用しない場合の処理

関数：no_use_subclk_as_sysclk

SOSCCRレジスタ ← 01h
SOSTPビット = 1

サブクロックをシステムクロック
として使用しないために

SOSTP=1にする

 

図5.5 クロック初期設定(1/2) 



RX210、RX21A、RX220 グループ RTCb によるソフトウェアスタンバイモードからの復帰 

R01AN1652JJ0101  Rev.1.01  Page 16 of 23 
2014.07.01  

 

return

プロテクトを設定

内部クロックの分周比を設定 SCKCRレジスタ ← 2182 1211h
PCKD[3:0]ビット = 0001b : 周辺モジュールクロックD(PCLKD) 2分周

PCKB[3:0]ビット = 0010b : 周辺モジュールクロックB(PCLKB) 4分周

BCK[3:0]ビット = 0010b : 外部バスクロック(BCLK) 4分周
PSTOP1ビット = 1 : BCLK端子出力停止(Highレベル固定)
ICK[3:0]ビット = 0001b : システムクロック(ICLK) 2分周
FCK[3:0]ビット = 0010b : FlashIFクロック(FCLK) 4分周

システムクロックを切り替え SCKCR3レジスタ← 0400h
CKSEL[2:0]ビット = 100b : PLL回路

PRCRレジスタ ← A500h
PRC0ビット = 0 : クロック発生回路関連レジスタへの書き込みを禁止

PRC1ビット = 0 : 消費電力低減機能関連レジスタへの書き込みを禁止

PRC2ビット = 0 : VRCRレジスタへの書き込みを禁止

BCLK端子の出力設定 BCKCRレジスタ ← 01h
BCLKDIVビット = 1 : BCLKの2分周

A

動作電力制御モードを設定 OPCCRレジスタ ← REG_OPCCR
OPCM[2:0]ビット = REG_OPCCR

OPCCRレジスタの読み出し

OPCMTSFビット : 0 : 遷移完了 1 : 遷移中

動作電力制御モードを設定

REG_OPCCR = OPCM_HIGH (高速動作モード) を設定した場合

OPCCRレジスタ ← 00h
OPCM[2:0]ビット = 000b : 高速動作モード

動作電力制御モード

遷移完了待ち

OPCCRレジスタの読み出し

OPCMTSFビット : 0 : 遷移完了 1 : 遷移中

REG_OPCCR > OPCM_MID_1A (中速動作モード1A) を設定した場合(注1)

動作電力制御モード

遷移完了待ち

注1. サンプルコードでは処理しない設定にしています。
 設定の詳細は、アプリケーションノート「RX210グループ 初期設定例 Rev.2.10」を参照してください。

PLLクロックの発振設定
CGC_oscillation_PLL()

SEL_PLL = B_USE (PLLクロックを使用する) を設定した場合

HOCOクロックの発振設定
CGC_oscillation_HOCO()

SEL_HOCO = B_USE (HOCOクロックを使用する) を設定した場合(注1)

 

図5.6 クロック初期設定(2/2) 
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5.9.4 周辺機能初期設定 
図 5.7に周辺機能初期設定のフローチャートを示します。 

peripheral_init

return

コールドスタート ?

RTC初期設定
rtc_init()

ウォームスタートに設定
RSTSR1レジスタ
　CWSFビット ← 1

WAIT命令実行後のモードを設定 SBYCRレジスタ
　SSBYビット ← 1
DPSBYCRレジスタ :WAIT命令実行後、
　DPSBYビット ← 0 :ソフトウェアスタンバイモードに移行

プロテクトを解除

PRCRレジスタ ← A500h
　PRC1ビット = 0 :関連レジスタへの書き込みを禁止

プロテクトを設定

PRCRレジスタ ← A502h
　PRC1ビット = 1 :関連レジスタへの書き込みを許可

DMASTレジスタ
　DMSTビット ← 0 :DMAC起動を禁止
DTCSTレジスタ
　DTCSTビット ← 0 :DTCモジュール停止
IER08レジスタ ← 00h
　IEN0ビット = 0 :IRQ0割り込み要求禁止
　IEN1ビット = 0 :IRQ1割り込み要求禁止
　IEN2ビット = 0 :IRQ2割り込み要求禁止
　IEN3ビット = 0 :IRQ3割り込み要求禁止
　IEN4ビット = 0 :IRQ4割り込み要求禁止
　IEN5ビット = 0 :IRQ5割り込み要求禁止
　IEN6ビット = 0 :IRQ6割り込み要求禁止
　IEN7ビット = 0 :IRQ7割り込み要求禁止

ソフトウェアスタンバイモード
移行時の動作を禁止

CUP割り込み要求を禁止
IER07レジスタ
　IEN7ビット ← 0

PRD割り込み要求を禁止
IER0Bレジスタ
　IEN5ビット ← 0

PRD割り込み優先レベルを設定
IPR093レジスタ
　IPR[3:0]ビット ← 0001b :レベル1

RCR1レジスタ ← D2h
　CIEビット = 1桁上げ割り込み要求を許可(注1)

IRQ初期設定
irq_init()

注1. RCR1レジスタに値を書き込んだ後、書き込んだ値が読めることを確認してください。

Yes

No

RSTSR1レジスタの読み出し
　CWSFビット :0: コールドスタート

:1: ウォームスタート

 

図5.7 周辺機能初期設定 
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5.9.5 IRQ 初期設定 
図 5.8にIRQ 初期設定のフローチャートを示します。 

irq_init

return

PFSWEビットへの書き込み禁止
PWPRレジスタ
　B0WIビット ← 1

PFSレジスタへの書き込み許可
PWPRレジスタ
　PFSWEビット ← 1

端子機能を選択
P31PFSレジスタ
　ISELビット ← 1 :IRQ1入力端子として使用する

PFSWEビットへの書き込み許可
PWPRレジスタ
　B0WIビット ← 0

PFSレジスタへの書き込み禁止
PWPRレジスタ
　PFSWEビット ← 0

IRQ1割り込み要求を禁止
IER08レジスタ

　IEN1ビット ← 0

IRQ1デジタルフィルタ無効
IRQFLTE0レジスタ
　FLTEN1ビット ← 0

IRQ1サンプリングクロックを設定
IRQFLTC0レジスタ

　FCLKSEL1ビット ← 1 :PCLKB/8

IRQ1検出方法を設定

IRQ1デジタルフィルタ有効

IRQCR1レジスタ ← 00h
　IRQMD[1:0]ビット = 00b :Low

IRQFLTE0レジスタ

　FLTEN1ビット ← 1

 

図5.8 IRQ 初期設定 
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5.9.6 RTC 初期設定 
図 5.9にRTC 初期設定のフローチャートを示します。 

rtc_init

カウンタおよびプリスケーラ

を停止(注1)

2013年1月1日(火) 00時00分00秒
を設定

カウンタおよびプリスケーラを

動作(注1)
RCR2レジスタ
　STARTビット ← 1

return

割り込み要求の許可(注1) RCR1レジスタ ← D2h
　CIEビット = 1 :桁上げ割り込み要求を許可する
　PES[3:0]ビット = 1101b :周期割り込み発生の周期を1/2秒ごとにする

注1. RCR1レジスタ、RCR2.STARTビットに値を書き込んだ後、書き込んだ値が読めることを確認してください。

注2. RCR2.HR24ビットに値を書き込んだ後、空読み出しを3回行ってください。

時間モードを設定(注2) RCR2レジスタ
　HR24ビット ← 1 :RTCは24時間モードで動作

RCR2レジスタ ← RCR2レジスタ & 7Eh
　STARTビット = 0 :カウンタおよびプリスケーラは停止

IR063レジスタ
　IRフラグ ← 0 :桁上げ割り込み要求なし
IR092レジスタ
　IRフラグ ← 0 :アラーム割り込み要求なし
IR093レジスタ
　IRフラグ ← 0 :周期割り込み要求なし

割り込み要求のクリア

割り込み要求の禁止(注1) RCR1レジスタ ← 00h
　AIEビット = 0 :アラーム割り込み要求を許可しない
　CIEビット = 0 :桁上げ割り込み要求を許可しない
　PIEビット = 0 :周期割り込み要求を許可しない

RSECCNTレジスタ ← 00h
　SEC1[3:0]ビット = 0000b :秒一位: 0
　SEC10[2:0]ビット = 000b :秒十位: 0

RMINCNTレジスタ ← 00h
　MIN1[3:0]ビット = 0000b :分一位: 0
　MIN10[2:0]ビット = 000b :分十位: 0

RHRCNTレジスタ ← 00h
　HR1[3:0]ビット = 0000b :時一位: 0
　HR10[1:0]ビット = 00b :時十位: 0

RWKCNTレジスタ ← 02h
　DAYW[2:0]ビット = 010b :曜日: 火

RDAYCNTレジスタ ← 01h
　DATE1[3:0]ビット = 0001b :日一位: 1
　DATE10[1:0]ビット = 00b :日十位: 0

RMONCNTレジスタ ← 01h
　MON1[3:0]ビット = 0001b :月一位: 1
　MON10ビット = 0 :月十位: 0

RYRCNTレジスタ ← 0013h
　YR1[3:0]ビット = 0011b :年一位: 3
　YR10[3:0]ビット = 0001b :年十位: 1

 

図5.9 RTC 初期設定 
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5.9.7 RTC 時刻情報読み出し 
図 5.10にRTC 時刻情報読み出しのフローチャートを示します。 

rtc_time_read

桁上がりあり ?
Yes

No

CUP割り込み要求をクリア

return

秒カウンタを読み出し

分カウンタを読み出し

時カウンタを読み出し

曜日カウンタを読み出し

日カウンタを読み出し

月カウンタを読み出し

年カウンタを読み出し

IR063レジスタ
　IRフラグ ← 0

time.second ← RSECCNTレジスタ

time.minute ← RMINCNTレジスタ

time.hour ← RHRCNTレジスタ

time.dayweek ← RWKCNTレジスタ

time.day ← RDAYCNTレジスタ

time.month ← RMONCNTレジスタ

time.year ← 2000h | RYRCNTレジスタ

IR063レジスタの読み出し
　IRフラグ :0: RTC.CUP割り込み要求なし

:1: RTC.CUP割り込み要求あり

 

図5.10 RTC 時刻情報読み出し 
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5.9.8 スタンバイモード移行準備 
図 5.11にスタンバイモード移行準備のフローチャートを示します。 

run_to_standby

return

RTC.PRD割り込み要求を許可
IER0Bレジスタ
　IEN5ビット ← 1

注1. RCR1レジスタ、SCKCR3レジスタに値を書き込んだ後、書き込んだ値が読めることを確認してください。

注2. 最後に設定するレジスタに値を書き込んだ後、書き込んだ値が読めることを確認してください。

動作LEDを消灯(注2)
PORT1.PODRレジスタ

　B4ビット ← 1 :P14: Highレベル

IRQ1デジタルフィルタ無効
IRQFLTE0レジスタ
　FLTEN1ビット ← 0

マスカブル割り込み禁止 Iフラグ ← 0

PRD割り込み要求を許可(注1) RCR1レジスタ ← D6h
　PIEビット = 1 :周期割り込み要求を許可する

 

図5.11 スタンバイモード移行準備 

 

5.9.9 スタンバイモード復帰 
図 5.12にスタンバイモード復帰のフローチャートを示します。 

standby_to_run

return

ソフトウェアスタンバイモード

復帰時、解除要因としない

IRQ割り込み要求をクリア

RTC.PRD割り込み要求を禁止
IER0Bレジスタ
　IEN5ビット ← 0

RTC時刻情報読み出し
rtc_time_read()

ソフトウェアスタンバイモードから復帰した後、
1/128秒待ってからRTCカウンタを読み出します。

IR064、IR066～IR071レジスタ
　IRフラグ ← 0 :IRQ0、IRQ2～IRQ7割り込み要求なし

IRQ1デジタルフィルタ有効
IRQFLTE0レジスタ

　FLTEN1ビット ← 1

注1. SCKCR3レジスタ、RCR1レジスタに値を書き込んだ後、書き込んだ値が読めることを確認してください。

PRD割り込み要求を禁止(注1) RCR1レジスタ ← D2h
　PIEビット = 0 :周期割り込み要求を許可しない

RTC.PRD割り込み要求をクリア
IR093レジスタ
　IRフラグ ← 0

1/128秒待つ

 

図5.12 スタンバイモード復帰 
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5.9.10 PRD 割り込み処理 
図 5.13にPRD 割り込み処理のフローチャートを示します。 

Excep_RTC_PRD

return

動作LEDを点灯
PORT1.PODRレジスタ

　B4ビット ← 0 :P14: Lowレベル

 

図5.13 PRD 割り込み処理 

 

6. RX21A、RX220 グループ 初期設定例 アプリケーションノートとの組み合わせ方 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、RX210 グループで動作することを確認しています。

RX21A グループや RX220 グループで動作させるには、それぞれの初期設定例のアプリケーションノートと
組み合わせてください。 

手順は、初期設定例のアプリケーションノート 「5. RX210 グループのアプリケーションノートを RX21A 
グループに適用する方法」、「4. RX210 グループのアプリケーションノートを RX220 グループに適用する
方法」を参照ください。 

 

注：本アプリケーションノートでは r_init_clock.c、r_init_clock.h を変更しています。r_init_clock.c、 
    r_init_clock.h は、ファイルコピーではなく、内容を確認し、置き換えてください。 
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7. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 

 
 

8. 参考ドキュメント 
ユーザーズマニュアル：ハードウェア 

RX210 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.50（R01UH0037JJ） 
RX21A グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.00（R01UH0251JJ） 
RX220 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.10（R01UH0292JJ） 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
テクニカルアップデート／テクニカルニュース 

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
 
ユーザーズマニュアル：開発環境 

RX ファミリ C/C++コンパイラパッケージ V.1.01 ユーザーズマニュアル Rev.1.00（R20UT0570JJ） 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
 
 

ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
 
 

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/contact/
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改訂記録 
RX210、RX21A、RX220 グループ  

RTCb によるソフトウェアスタンバイモードからの復帰 
 

Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
1.00 2013.10.01 — 初版発行 
1.01 2014.07.01 1 対象デバイスに RX21A、RX220 グループを追加 

4 関連アプリケーションノートに RX21A、RX220 グループ 初期設定例

のアプリケーションノートを追加 
10、11 参照するアプリケーションノートを各グループのアプリケーション

ノート初期設定例に変更 
22 RX21A、RX220 グループ 初期設定例と組み合わせる方法の参照先を追

加 
23 参考ドキュメントに RX21A、RX220 グループのユーザーズマニュアル

を追加 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 

 
 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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